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日
本
の
医
学
部

特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
稀
観
本
に
つ
い
て

｜
｜
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
報
告
｜
｜

（
医
科
大
学
）

図
書
館
に
お
け
る
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松

木

明

知

一
、
は
じ
め
に

欧
米
に
お
け
る
医
学
部
（
医
科
大
学
）
図
書
館
の
充
実
振
り
は
賛
言

を
要
し
な
い
。
と
く
に
米
国
の
各
大
学
医
学
部
は
、
図
書
館
の
蔵
書

の
質
と
量
一が
大
学
の
ラ
ン
ク
に
も
大
き
な
影
響
を
及
ぽ
す
こ
と
か

ら
、
そ
の
充
実
に
最
大
の
努
力
を
払
っ
て
い
る
。
米
国
の
医
学
者
の

先
達
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
医
学
の
水
準
に
で
き
る
だ
け
速
や
か
に
追
い

つ
き
、
そ
れ
に
優
る
米
国
の
医
学
を
築
き
上
げ
る
た
め
に
、
第
一
に

な
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
が
医
学
図
書
館
の
充
実
に
あ
る
こ
と
を
賢
明

そ
れ
に
向
か
っ
て
懸
命
な
努
力
を
払
っ
て
き
た
結
果

日本医史学雑誌、

に
も
見
抜
き
、

で
あ
る
。

翻
っ
て
本
邦
の
状
況
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は
淘
に
貧
弱
で
あ
り
、

正
に
惨
憎
た
る
状
態
と
表
現
し
て
も
過
言
で
は
な
い
。
開
国
以
来
、

欧
米
の
科
学
技
術
の
導
入
に
懸
命
に
努
力
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た

が
、
し
か
し
日
本
に
導
入
さ
れ
た
の
は
技
術
的
側
面
が
主
で
あ
り
、

そ
の
背
後
に
潜
む
本
質
的
な
面
の
摂
取
は
少
し
等
閑
に
付
さ
れ
て
い

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

医
学
に
お
い
て
も
そ
の
傾
向
は
決
し
て
無
視
で
き
な
く
、
そ
の
結

果
現
在
見
ら
れ
る
如
き
状
況
を
生
み
出
す
に
至
っ
た
。
カ
ナ
ダ
・
ア

ル
パ

l
タ
大
学
医
学
部
名
誉
教
授
（
麻
酔
科
学
）
の
ジ
ョ
ン
・

w－
R
－

マ
ツ
キ
ン
タ
イ
ヤ

l
は、

一
九
七

0
年
代
の
カ
ナ
ダ
の
医
学
教
育
の

改
革
に
尽
力
し
た
一
人
で
あ
る
が
、
こ
こ
十
年
間
毎
年
約
二
ヵ
月
に

わ
た
っ
て
筆
者
の
教
室
に
客
員
教
授
と
し
て
滞
在
す
る
。
彼
は
日
本

の
医
学
部
図
書
館
の
状
況
に
つ
い
て
も
詳
し
い
が
、
日
本
が
欧
米
の

科
学
技
術
の
表
面
的
部
分
の
み
摂
取
す
る
状
況
を
ジ
ャ
パ
ニ

l
ズ
・

ス
キ
ミ
ン
グ
（
』
告

g
g巾

ω
E
BB
Em）
と
表
現
し
て
い
る
。
上
澄
み

の
み
を
掬
い
取
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
状
況

を
些
か
で
も
改
善
す
る
こ
と
が
肝
要
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
前
に
わ

れ
わ
れ
は
日
本
の
現
況
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め

筆
者
は
平
成
八
年
こ
九
九
六
）
五
月
に
全
国
の
医
学
部
図
書
館
に
対

し
て
、
和
書
と
洋
書
の
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
稀
親
本
の
所
有
の
有

無
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
調
書
一
を
行
っ
た
の
で
、
そ
の
結
果

を
報
告
す
る
。
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二
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

全
国
す
べ
て
の
医
学
部
、
医
科
大
学
図
書
館
に
医
学
関
係
の
特
殊

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
や
稀
観
本
の
所
有
の
有
無
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
行
っ
た
。
解
答
を
戴
い
た
の
は
六
六
枚
で
解
答
率
は
八
二

・
三

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

地
域
別
に
見
る
と
、
北
海
道
、
東
北
地
方
の
大
学
に
は
、
全
く
稀

観
本
や
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
な
い
と
い
う
。
関
東
地
方
で
は
、
ま

ず
東
京
大
学
医
学
部
図
書
館
に
呉
秀
三
の
「
呉
文
庫
」
が
あ
り
、
和

洋
の
医
学
史
関
係
の
稿
本
、
写
本
一
六

O
冊
が
含
ま
れ
て
お
り
、
そ

の
他
に
病
理
学
を
中
心
と
し
た
洋
古
書
九

O
O冊
の
「
リ
ツ
ベ
ル
ト

文
庫
」
、
解
剖
学
、
動
物
学
、
人
類
学
関
係
の
図
書
二

O
O
O冊
の
「
ワ

ル
ダ
イ
エ
ル
文
庫
」
、
内
科
学
関
係
の
洋
書
八
八
一
冊
の
「
島
薗
記
念

財
団
文
庫
」
が
主
で
、
こ
の
他
に
「
時
実
文
庫
」
、
耳
鼻
科
関
係
の
医

書
が
中
心
の
「
岡
田
文
庫
」
が
あ
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
解
答
で
は
右

が
主
で
あ
る
が
和
医
書
に
つ
い
て
は
、
綜
合
図
書
館
か
ら
は
「
古
医

学
書
目
録
」
（
一
九
七
八
年
）
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。

順
天
堂
大
学
に
は
大
き
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
既
に
「
山
崎

文
庫
目
録
」
（
一
九
六
九
年
）
、
「
古
医
学
書
目
録
」
（
一
九
七
O
年
）
と
し

て
詳
細
な
目
録
が
発
行
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
医
史
学
者
山
崎
佐
の

旧
蔵
書
で
あ
る
。

日
本
大
学
医
学
部
図
書
館
で
は
和
書
を
中
心
と
し
た
コ
レ
ク
シ
ヨ
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ン
が
あ
り
、
「
古
医
学
資
料
目
録
」
（
一
九
八
四
年
）
と
し
て
纏
め
ら
れ

て
い
る
。

慶
応
義
塾
大
学
に
は
富
士
川
波
の
旧
蔵
本
を
中
心
と
す
る
膨
大
な

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
「
古
医
書
目
録
（
改
訂
判
こ
こ
九
九
四
年
）

が
二
十
年
振
り
に
改
訂
出
版
さ
れ
た
が
、
内
容
の
一
部
に
不
備
が
あ

る
。
例
え
ば
「
直
舎
伝
記
抄
」
の
編
者
を
記
し
て
い
な
い
。
こ
れ
は

渋
江
抽
粛
の
直
筆
に
な
る
弘
前
藩
の
江
戸
屋
敷
の
宿
直
日
記
の
抄
本

で
あ
る
。
以
前
筆
者
が
こ
れ
に
つ
い
て
、
解
説
の
史
料
を
送
り
、
「
古

医
書
一
目
録
」
改
訂
の
際
、
改
め
る
よ
う
申
し
入
れ
た
が
、
全
く
そ
れ

が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
。

東
京
慈
恵
医
科
大
学
に
も
和
書
を
中
心
と
す
る
古
書
が
あ
り
、
昭

和
六
十
三
年
ご
九
八
八
年
）
に
「
古
医
書
目
録
ご
と
し
て
纏
め
ら

れ
て
い
る
。
北
里
大
学
医
学
部
図
書
館
に
は
「
飯
山
文
庫
」
が
あ
り
、

和
医
書
を
中
心
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「飯
山
文
庫
目
録
」
（

一
九
七
五

年
）
と
し
て
纏
め
ら
れ
て
い
る
。

千
葉
大
学
医
学
部
分
館
に
も
古
医
書
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
。

医
学
部
の
眼
科
教
授
で
あ
っ
た
伊
東
弥
恵
治
博
士
の
集
め
ら
れ
た
医

書
を
中
心
と
す
る
こ
千
部
の
蔵
書
で
あ
る
。
概
要
は
「
医
学
古
書
目

録
」
と
し
て
昭
和
五
十
六
年
に
上
梓
さ
れ
て
い
る
。
横
浜
市
立
大
学

の
図
書
館
に
も
総
数
約
一
五

O
O点
の
古
医
書
が
あ
り
、
目
玉
と
し

て
「
医
方
類
蒙
」
二
六
六
巻
が
あ
る
。
主
と
し
て
戦
後
寄
贈
さ
れ
た
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コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
成
り
、
高
田
文
庫
、
平
野
文
庫
、
鈴
木
文
庫
が

中
心
で
あ
り
、
目
録
は
平
成
九
年
後
半
に
は
完
成
す
る
と
い
う
。

関
西
北
陸
地
方
で
は
ま
ず
金
沢
大
学
医
学
部
図
書
館
に
も
多
く
の

和
古
医
書
が
あ
り
、
「古
医
書
目
録
」
お
よ
び
「
同
補
追
版
」
が
昭
和

五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
と
平
成
五
年
ご
九
九
四
）
に
発
行
さ
れ
て

い
る
。
次
に
京
都
大
学
図
書
館
の
「
富
士
川
文
庫
」
が
有
名
で
あ
る
。

改
め
て
言
及
す
る
ま
で
も
な
い
。
そ
の
詳
細
な
目
録
は
「
京
都
帝
国

大
学
富
士
川
本
目
録
」
と
し
て
昭
和
十
七
年
ご
九
四
二
）
に
発
行
さ

れ
て
い
る
。

京
都
府
立
医
科
大
学
に
も
六

O
冊
の
貴
重
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る。

冊
子
と
し
て
の
目
録
は
発
行
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
で
検
索
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
も
超
貴
重
本
と
い
う

訳
で
は
な
い
。
大
阪
医
科
大
学
図
書
館
の
古
医
書
七
O
部
に
つ
い
て

は
、
「
所
蔵
古
書
と
そ
の
注
解
」
と
し
て

一
九
九
四
年
に
纏
め
ら
れ
て

い
る
。
十
九
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
欧
米
の
教
科
書

が
中
心
で
あ
る
。

滋
賀
医
科
大
学
図
書
館
に
も
多
数
の
古
医
書
が
所
蔵
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
中
心
は
「
河
村
文
庫
」
（
医
書
は
約
七
O
部
）
と
「
守
一
文
庫
」

（
約
六

O
部
）
で
、
い
ず
れ
も
滋
賀
県
で
代
々
医
を
業
と
し
た
河
村

家
、
阿
部
家
か
ら
の
寄
贈
本
で
あ
る
。

岡
山
大
学
の
鹿
田
分
館
に
も
膨
大
な
古
医
書
一
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
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あ
る
。
「
古
医
書
集
成
」
と
し
て
昭
和
六
十
二
年
二
九
八
七
）
に
上

梓
さ
れ
て
い
る
。
中
心
と
な
っ
て
い
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
岡
山
藩
医

学
部
旧
蔵
書
、
地
元
の
蘭
方
医
妹
尾
又
玄
の
旧
蔵
書
な
ど
で
あ
る
。

四
園
地
区
の
大
学
か
ら
は
何
の
解
答
も
な
か
っ
た
。
徳
島
大
学
は

何
か
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
と
灰
聞
し
た
が
、
解
答
を
得
て
い
な
い

の
で
何
と
も
い
え
な
い
。

九
州
地
区
で
は
九
州
大
学
が
歴
史
も
古
く
特
殊
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

が
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
解
答
は
な
か
っ
た
。
佐
賀
医
科
大
学
に

は
、
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ツ
シ
ュ
版
の
「
看
護
学
の
歴
史
」
が
あ
る
が
、

直
接
医
学
に
関
す
る
図
書
で
は
な
い
。

産
業
医
科
大
学
に
は
、
特
殊
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
な
い
も
の
の
、

ラ
マ
ッ
チ
l
ニ
の

「ロ
σ
5
0「
玄
印

国

E
2
2
5
α
S可一
σ何回」
こ
七
O

O
刊
行
）
が
あ
る
。
職
業
病
を
記
述
し
た
最
初
の
単
行
本
で
あ
る
。

福
岡
大
学
は
古
医
書
と
く
に
洋
書
の
収
集
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
そ
の
努
力
は
敬
服
に
値
す
る
。
一
七

O
O年
以
前
の
医
書
だ
け

で
も
二
六
冊
を
数
え
て
い
る
。
中
で
も
圧
巻
は
一
五
五
三
年
に
発
行

さ
れ
た
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・ヴ
ェ
ザ
リ
ウ
ス
の
「
ロ
o
y
c
B同
三
の
O
弓。ユ
印

ロ
σ江
田

3
5
5」
初
版
本
で
あ
る
。
本
書
は
日
本
に
現
存
す
る
同
書
七

冊
の
中
の
一
冊
で
あ
る
。

三
、
コ
メ
ン
ト
と
結
語

以
上
の
よ
う
に
日
本
の
医
学
部
や
医
科
大
学
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
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れ
て
い
る
古
医
書
や
特
殊
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
殆
ど
は
和
書
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
日
本
の
医
学
の
歩
み
か
ら
見
て
も
当
然
で
あ
る
。
し
か

し
そ
の
大
部
分
は
こ
こ
二
十
年
ほ
ど
の
聞
に
整
理
さ
れ
、
目
録
が
発

行
さ
れ
た
こ
と
を
見
て
も
、
和
医
書
の
持
つ
医
学
史
的
価
値
が
、
こ

れ
ま
で
殆
ど
省
み
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
如
実
に
理
解
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
医
学
部
図
書
館
以
外
で
は
例
え
ば
和
書
に
つ
い
て
は
武
田
製

薬
本
社
の
杏
雨
書
屋
は
大
変
充
実
し
て
い
る
し
、
こ
の
他
の
施
設
に

も
多
く
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
一
年
「
日
本
医
学
文
化
保

存
会
」
は
小
川
鼎
三
博
士
が
中
心
と
な
っ
て
全
国
の
有
志
の
方
々
に

呼
び
か
り
、
和
医
書
の
所
在
を
記
し
て
「
医
学
古
書
目
録
」
を
作
製

し
、
現
在
で
も
研
究
者
に
多
大
な
便
宜
を
与
え
て
い
る
。

一
方
古
洋
医
書
に
つ
い
て
は
、
本
資
料
館
に
エ
ヴ
ァ
ン
ス
文
庫
を

中
心
と
す
る
世
界
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
前
述
し
た
ア
ン
ド
レ

ア
ス

・
ヴ
ェ
ザ
リ
ウ
ス
の
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
の
初
版
本
も
あ
る
。
ま

た
「
労
働
科
学
研
究
所
」
に
も
世
界
に
誇
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
「
ゲ
ツ

チ
ン
ゲ
ン
文
庫
」
が
あ
る
。
そ
の
中
に
ウ
ィ
リ
ア
ム

・ハ

l
ベ
イ
の

「血
液
循
環
の
原
理
」
の
初
版
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、
現
在
い
わ
ゆ
る
西
洋
医
学
を
教
え
、
そ
し
て
学
ん

で
い
る
。
こ
の
西
洋
医
学
を
よ
り
深
く
、
よ
り
広
く
理
解
す
る
た
め

に
は
、
ど
う
し
て
も
西
洋
医
学
の
歴
史
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
り
知
ろ
う
と
す
れ
ば
研
究
も
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
の
た
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め
に
は
原
典
に
直
接
接
す
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
こ
の
こ
と
が

ま
た
東
洋
医
学
の
よ
り
深
い
理
解
に
も
役
立
つ
の
で
あ
る
。

古
医
書
の
所
蔵
は
研
究
者
の
便
を
計
る
た
め
だ
け
に
あ
る
の
で
は

な
く
、
そ
の
存
在
は
医
学
を
学
び
、
研
究
す
る
者
の
心
を
鼓
舞
し
て
、

輝
か
し
い
将
来
へ
の
道
へ
誤
り
な
く
進
ま
せ
る
も
の
で
あ
る
。
確
固

た
る
現
在
を
築
き
将
来
の
発
展
を
期
す
る
た
め
に
は
過
去
を
し
っ
か

り
見
つ
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
欧
米
の
図
書
館

は
情
報
管
理
の
一
環
と
し
て
も
、
古
医
書
収
集
と
充
実
を
企
て
て
お

り
、
そ
れ
に
基
づ
く
研
究
も
盛
ん
で
あ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
客

員
教
授
マ
ツ
キ
ン
タ
イ
ヤ

1
博
士
は
、
日
本
の
研
究
の
あ
り
方
を
ス

キ
ミ
ン
グ
と
評
し
た
。
し
か
し
医
学
の
特
定
の
狭
い
分
野
に
限
っ
て

は
、
日
本
人
に
よ
る
研
究
が
大
い
に
進
ん
で
お
り
、
決
し
て
ス
キ
ミ

ン
グ
と
表
現
す
べ
き
状
態
に
な
い
こ
と
を
筆
者
も
十
分
承
知
し
て
い

る。
日
本
の
医
学
生
の
多
く
の
基
本
的
に
は
臨
床
医
と
な
る
た
め
に
医

学
部
に
進
学
す
る
の
が
、
日
本
で
は
一
般
教
養
が
軽
視
さ
れ
る
傾
向

は
年
々
強
く
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
極
少
数
の
学
生
は
自
分
の
進

む
べ
き
明
確
な
進
路
を
持
っ
て
入
学
し
、
そ
れ
な
り
に
一
般
教
養
を

身
に
つ
け
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
を
念
頭
に
お
け
ば
、
医
学
部
へ

入
学
し
て
か
ら
卒
業
す
る
ま
で
、
折
り
に
触
れ
と
く
に
病
め
る
人
聞

を
対
象
と
す
る
医
師
の
教
育
に
お
い
て
、
病
人
を
「
も
の
」
と
し
て
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見
る
の
で
な
く
、
一
個
の
病
め
る
人
間
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
の
重

要
性
は
、
い
く
ら
強
調
し
て
も
強
調
し
す
やさ
る
こ
と
は
な
い
。
こ
の

こ
と
を
教
育
す
る
た
め
に
は
、
現
在
の
よ
う
な
細
分
化
さ
れ
た
科
学
、

医
学
で
は
対
応
で
き
な
い
。
で
き
な
い
ど
こ
ろ
か
最
近
の
分
子
生
物

学
至
上
主
義
は
こ
の
考
え
に
逆
行
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

臨
床
の
現
場
で
現
実
に
生
じ
て
い
る
種
々
の
ト
ラ
ブ
ル
も
、
所
謂

「
病
人
」
を
も
の
と
見
倣
す
と
い
う
誤
っ
た
サ
イ
エ
ン
ス
の
理
解
に

原
因
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
教
育
す
る
側
も
、
さ
れ
る
側

も
医
学
史
研
究
の
大
切
さ
を
改
め
て
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

期
に
来
て
い
る
と
思
う
の
は
筆
者
一
人
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
た

め
に
は
ま
ず
日
本
の
医
育
機
関
に
お
い
て
、
先
人
の
汗
の
結
晶
と
も

言
う
べ
き
医
書
の
保
存
と
整
備
が
急
務
で
あ
る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
は
、
日
本
に
お
け
る
医
史
学
研
究
資
料
の
貧
弱
さ
と
そ
れ
に

対
す
る
医
学
教
育
担
当
者
の
無
理
解
を
知
実
に
示
す
以
外
の
何
物
で

も
な
い
。
改
革
の
た
め
に
は
ま
ず
現
状
の
認
識
が
肝
要
で
あ
り
、
今

回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
が
日
本
の
現
状
を
認
識
す
る
上
で
少
し
で
も

貢
献
す
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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